
１
１
月
９
日
（
木
）
～
１
０
日
（
金
）

交
運
共
闘
（
建
交
労
・
自
交
総
連
・
検

数
労
連
・
海
貨
労
協
・
全
税
関
・
国
土

交
通
労
組
）
は
、
秋
季
年
末
闘
争
の
結

節
点
と
し
て
、
中
央
行
動
を
開
催
し
ま

し
た
。
国
土
交
通
省
前
に
３
０
０
名
を

超
え
る
仲
間
が
集
ま
り
、
建
交
労
か
ら

は
約
１
３
０
名
の
組
合
員
が
結
集
し
ま

し
た
。
全
労
連
石
川
副
議
長
や
日
本
共

産
党
仁
比
参
議
院
議
員
か
ら
連
帯
の
挨

拶
を
受
け
、
主
催
者
挨
拶
を
し
た
高
城

議
長
（
自
交
総
連
委
員
長
）
は
タ
ク
シ
ー

の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
つ
い
て
触
れ

「
一
般
人
が
運
転
す
る
白
タ
ク
で
は
安

全
・
安
心
は
保
て
な
い
。
世
界
で
は
犯

罪
が
多
発
し
、
禁
止
の
動
き
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
日
本
で
や
る
べ
き
で
な
い
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
中
央
本
部
鈴
木
書
記

次
長
は
、
改
正
さ
れ
た
改
善
基
準
告
示

に
つ
い
て
「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
内
容
に
な
っ

て
い
な
い
。
過
労
死
等
防
止
に
向
け
て

再
検
討
を
行
う
事
を
強
く
求
め
る
。
」

と
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労

働
と
適
正
な
賃
金
の
実
現
を
強
調
し
ま

し
た
。
国
交
省
、
厚
労
省
、
経
産
省
に
、

組
合
員
み
ん
な
で
取
り
組
ん
だ
署
名
を

提
出
し
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
、
全

労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
・
国
民
大
運
動

実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
総
決
起
集
会

に
結
集
。
戦
争
の
即
時
中
止
、

憲
法
改
悪
阻
止
、
国
民
本
位
の

交
通
政
策
の
実
現
な
ど
、
全
体

で
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
業
種
に
別
れ
、
高
齢
者
・
事

業
団
部
会
、
ト
ラ
ッ
ク
部
会
、

学
童
保
育
部
会
、
鉄
道
本
部
は
、
国
交

省
や
厚
労
省
、
議
員
要
請
行
動
を
そ
れ

ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
建
交
労

・
建
設
産
別
対
策
委
員
会
（
建
設
６
部

会
：
ダ
ン
プ
、
生
コ
ン
、
労
災
職
業
病
、

重
機
、
建
設
・
関
連
、
建
設
現
場
）
は

第
３
９
回
ゼ
ネ
コ
ン
要
請
行
動
と
し
て
、

竹
中
土
木
、
東
洋
建
設
、
錢
高
組
、
戸

田
建
設
、
飛
島
建
設
、
安
藤
ハ
ザ
マ
、

西
松
建
設
を
訪
れ
、
ダ
ン
プ
部
会
は
ダ

ン
プ
の
過
積
載
根
絶
や
建
設
発
生
土
の

管
理
徹
底
、
１
２
条
団
体
の
優
先
使
用

に
つ
い
て
、
生
コ
ン
部
会
は
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
品
質
確
保
と
安
全
供
給
、
重

機
部
会
は
ク
レ
ー
ン
作
業
の
安
全
確
保
、

建
設
・
関
連
部
会
は
現
場
監
督
の
週
休

２
日
の
実
現
に
向
け
て
、
建
設
現
場
部

会
は
建
設
労
働
者
へ
の
十
分
な
賃
金
支

払
い
、
労
災
職
業
病
部
会
は
ト
ン
ネ
ル

じ
ん
肺
等
労
働
災
害
の
根
絶
に
つ
い
て
、

要
請
し
ま
し
た
。

国
交
労
組
や
水
資
労
、
建
設
関
連
労

連
、
４
土
建
（
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、

千
葉
）
、
建
交
労
関
地
協
な
ど
で
構
成

す
る
建
設
首
都
圏
共
闘
会
議
は
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
１
２
年
が
経
っ
た
福
島

の
原
状
を
視
察
し
ま
し
た
。
震
災
以
後
、

毎
年
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
わ
き
市
労
連
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談

で
は
、
震
災
直
後
に
原
発
収
束
作
業
に

従
事
し
た
労
働
者
の
方
が
、
半
年
後
に

白
血
病
を
発
症
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

現
在
の
被
ば
く
線
量
の
数
値
が
低
い
事

を
理
由
に
保
障
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
東
電
の
ず
さ
ん
な
対
応
に
つ

い
て
共
有
し
ま
し
た
。
勿
来
（
な
こ
そ
）

漁
協
の
組
合
長
は
、
漁
獲
量
が
震
災
前

の
半
分
と
な
っ
て
い
る
事
や
、
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
水
に
つ
い
て
漁
師

の
間
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
な

ど
、
複
雑
な
心
境
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

双
葉
郡
富
岡
町
の
廃
炉
資
料
館
で
は
、

原
発
の
原
状
と
廃
炉
の

方
針
に
つ
い
て
、
東
電

・
福
島
第
一
廃
炉
推
進

カ
ン
パ
ニ
ー
か
ら
、
模

型
と
映
像
を
駆
使
し
た

詳
細
な
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
の
東
電

福
島
復
興
本
社
要
請
で
、

原
発
事
故
の
収
束
に
つ

い
て
責
任
あ
る
対
応
を

求
め
ま
し
た
。
大
熊
町

役
場
、
双
葉
町
役
場
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
復
興
担

当
の
方
が
対
応
し
、
震
災
前
は
そ
れ
ぞ

れ
１
万
人
を
超
え
る
人
口
だ
っ
た
町
が
、

今
は
約
３
０
０
人
（
約
半
数
は
役
場
の

職
員
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
国
は
、

避
難
先
か
ら
戻
る
事
を
希
望
す
る
住
人

が
一
定
数
い
る
地
域
の
み
除
染
す
る
方

針
だ
が
、
町
と
し
て
全
域
の
除
染
を
求

め
て
い
る
こ
と
な
ど
、
復
興
の
現
状
を

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
ま
し
た
。

【
東
京
建
設
・
関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】
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国
民
本
位
の
交
通
政
策
実
現
を
！
交
運
共
闘

中
央
行
動
・
ゼ
ネ
コ
ン
要
請



国
土
交
通
労
働
組
合
や

水
資
労
、
建
交
労
や
建
設

関
連
労
連
な
ど
建
設
に
関

わ
る
官
・
民
の
労
働
組
合

で
構
成
す
る
生
公
連
（
生

活
関
連
公
共
事
業
推
進
連

絡
会
議
）
は
、
１
０
月
２

１
日
（
土
）
第
４
２
回
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
を
し
た
廣
瀬

副
議
長
（
建
交
労
中
央
書

記
長
）
は
「
気
候
変
動
に

よ
る
風
水
害
、
地
震
な
ど
、

災
害
が
多
発
す
る
中
、
大

阪
万
博
な
ど
大
型
開
発
に

コ
ス
ト
を
か
け
る
の
で
は

な
く
、
国
民
生
活
を
守
る

公
共
工
事
予
算
に
転
換
す
べ
き
。
昨

今
、
建
設
現
場
で
の
悲
惨
な
労
災
事

故
が
起
き
て
お
り
、
大
手
を
は
じ
め

ゼ
ネ
コ
ン
は
建
設
労
働
者
の
労
働
環

境
に
つ
い
て
マ
ネ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
再

考
す
べ
き
。
官
・
民
の
労
働
組
合
が

力
を
合
わ
せ
て
安
全
・
安
心
な
建
設

産
業
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
」
と

述
べ
ま
し
た
。
方
針
を
提
起
し
た
笛

田
事
務
局
長
（
国
交
労
組
中
央
副
執

行
委
員
長
）
は
、
１
年
間
の
取
り
組

み
や
情
勢
に
つ
い
て
報
告
し
「
物
価

や
資
材
高
騰
で
建
設
労
働
者
を
含
め

国
民
は
苦
し
ん
で
い
る
。
省
庁
交
渉

や
生
公
連
署
名
な
ど
、
要
求
実
現
の

た
め
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。
地
方
生
公
連
の
活
動
や
各
単

産
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
建
設
技
術

・
技
能
の
継
承
・
向
上
の
た
め
に
も

若
い
人
に
魅
力
あ
る
建
設
産
業
に
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
確

認
し
ま
し
た
。

【
全
国
建
設
・
関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】

１
１
月
８
日
（
水
）
東

京
建
設
・
関
連
部
会
は
第

２
５
回
定
期
総
会
を
リ
モ
ー

ト
併
用
で
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
の
４
月
か
ら

適
用
さ
れ
る
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
に
つ
い
て
、

職
場
の
状
況
を
共
有
し
、

労
働
者
に
不
利
益
が
発
生

し
な
い
よ
う
注
視
す
る
事

や
、
ゼ
ネ
コ
ン
・
工
務
店

で
働
く
現
場
監
督
の
週
休

２
日
実
現
に
向
け
た
活
動
、

設
計
事
務
所
で
働
く
建
築

士
の
適
正
な
業
務
報
酬
実

現
を
目
指
す
運
動
を
全
国

部
会
や
上
部
団
体
・
友
誼
団
体
に
結

集
し
て
進
め
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
組
合

員
と
の
接
点
と
し
、
組
織
拡
大
に
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
も

う
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。
今
年
度

も
中
野
駅
前
で
の
宣
伝
行
動
や
、
部

会
独
自
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画

す
る
な
ど
、
１
年
間
の
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。

【
東
京
建
設
・
関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】

２０２３年１１月２７日 (毎月１回刊／第４月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第１０８１号

東
京
事
業
団
・
高
齢
者
部
会
は
１
０

月
２
７
日
、
建
交
労
本
部
６
階
会
議
室

で
第
１
８
回
定
期
総
会
を
行
い
来
賓
を

含
め
２
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
青
木

副
部
会
長
の
司
会
で
議
長
の
選
出
を
は

か
り
、
青
砥
幹
事
を
議
長
に
選
出
。
赤

羽
目
部
会
長
の
挨
拶
に
続
き
東
京
都
本

部
遠
藤
書
記
長
と
全
国
事
業
団
・
高
齢

者
部
会
安
藤
副
部
会
長
か
ら
来
賓
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。
岩
山
事
務
局
次
長
が

１
年
間
の
活
動
ま
と
め
を
読
み
上
げ
て

報
告
、
赤
羽
目
部
会
長
が
活
動
方
針
を

提
案
し
ま
し
た
。
活
動
方
針
の
柱
は
①

公
的
就
労
事
業
の
確
立
②
各
事
業
団
に

お
け
る
仕
事
拡
大
・
事
業
団
の
自
立
促

進
③
各
事
業
団
の
職
場
要
求
の
実
現
④

助
け
合
い
共
催
・
共
同
墓
地
の
会
な
ど

の
活
動
⑤
部
会
・
分
会
運
営
と
財
政
活

動
⑥
学
習
活
動
の
強
化
と
組
合
員
の
拡

大
、
な
ど
と
な
り
ま
す
。
質
疑
討
論
で

は
、
年
末
一
時
金
の
支
給
を
求
め
る
発

言
が
多
く
の
参
加
者
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

報
告
・
方
針
・
討
論
は
全
員
一
致
拍
手

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
役
員
の

提
案
が
宮
本
事
務
局
長
か
ら
行
わ
れ
、

新
事
務
局
長
に
藤
田
誠
氏
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
閉
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
中
田

副
部
会
長
は
、
東
京
都
は
な
ぜ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
だ
け
随
意
契
約
を
す

る
の
か
、
都
は
シ
ル
バ
ー
と
密
接
な
関

係
が
あ
る
と
説
明
す
る
が
こ
れ
は
癒
着

で
は
な
い
か
、
事
業
団
が
随
意
契
約
を

実
現
す
る
道
は
も
う
一
つ
あ
る
「
そ
れ

は
都
知
事
を
変
え
る
事
だ
」
と
結
び
総

会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

【
事
務
局
次
長

岩
山

真
一
】

■１２月 ３日（日）１０時～都本部２４

春闘討論集会（東京地評ラパスホール）

■１２月 ６日（水）１８時～都本部組織拡

大宣伝（門前仲町交差点）

■１２月１０日（日）～１１日（月）

第２９回全国建設研究・交流集会

（スパリゾートハワイアンズ）

■２０２４年 １月１３日（土）１４時～

建交労東京都本部新春旗開き（ラパスホー

ル（東京労働会館７階・大塚駅））

組合掲示板

建設関連の職場で働く仲間の要求実現を目指して

東京建設・関連部会第２５回定期総会
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総

が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
と
、
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
は

「
つ
な
ご
う
憲
法
を
い
か
す
未
来
へ
」

を
テ
ー
マ
に
１
１
月
３
日
（
金
）
憲
法

大
行
動
を
開
催
し
ま
し
た
。
国
会
前
に

は
、
労
働
組
合
や
市
民
団
体
な
ど
４
２

０
０
人
が
集
ま
り
、
政
党
か
ら
社
民
党
、

令
和
新
撰
組
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
共

産
党
が
挨
拶
。
ま
た
、
日
本
体
育
大
学

教
授
の
清
水
雅
彦
さ
ん
や
、
恵
泉
女
学

園
大
学
教
授
の
斎
藤
百
合
子
さ
ん
な
ど
、

憲
法
学
者
が
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

斎
藤
教
授
は
「
岸
田
首
相
は
日
本
を
戦

争
で
き
る
国
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

武
力
に
よ
っ
て
他
者
を
支
配
し
よ
う
と

す
る
の
は
、
日
本
国
憲
法
の
価
値
観
の

対
極
に
あ
る
も
の
。
」
と
批
判
し
ま
し

た
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
辺
野
古
訴

訟
代
理
人
の
加
藤
裕
弁
護
士
や
全
国
保

険
医
団
体
連
合
会
会
長
の
住
江
憲
勇
医

師
、
避
難
の
権
利
を
求
め
る
全
国
避
難

者
の
会
の
大
賀

あ
や
子
さ
ん
ら

が
マ
イ
ク
を
握

り
ま
し
た
。
住

江
医
師
は
「
軍

事
費
の
大
幅
増

で
は
な
く
社
会

保
障
費
を
拡
充

さ
せ
る
べ
き
。

マ
イ
ナ
保
険
証

で
は
な
く
、
皆
保
険
制
度
の
健
康
保
険

証
を
存
続
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
戦
争
す
る
国
絶
対
反
対
、
軍
事
費
よ

り
も
暮
ら
し
に
回
せ
、
ス
ト
ッ
プ
・
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
、
９
条
生
か
し
て
平
和
を
守

ろ
う
、
岸
田
政
権
い
ま
す
ぐ
退
陣
」
と

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。


